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◆冬の旅人 ご到着です♪

◆ミズアオイ＆オニバスが元気な夏
今年はハスに代わって、絶滅の恐れのある水生植物
のミズアオイ･オニバスが夏の佐潟を彩りました。
9月上旬にはミズアオイの観察会を特別開催し、二
日間で12名のご参加をいただきました。
また、新潟市が北限の自生地であるオニバスも下潟
の北東部を中心に多く生育し、湿地センターからも
とげとげの葉と可憐な花を観察
することができました。
新潟大学の福原教授によれば、
今年度の上潟のミズアオイ
群落は約1400㎡、下潟の
オニバスは約2700株が
確認されたそうです。

◆潟普請/ヨシ刈り 地域の手で潟を守りつなげよう！
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コハクチョウが今シーズン初めて潟に降りたのは10月5日。
午前9時半頃、23羽の群れが潟上空を旋回し下潟の中央部に
着水しました。潟の水をごっくんと飲み、のんびり休憩をして、
午後3時半頃に再び飛び立っていきました。
佐潟には雁やカモの仲間など、たくさんの冬鳥たちが
飛来しています。数千キロの旅をして新潟に飛来した
鳥たちに、皆さん会いに来てくださいね。

ミズアオイ観察会でウキウキ
オニバスもたくさん

10月5日 佐潟に初着水したコハクチョウ23羽

人々の暮らしと密接に関係しながら守られてきた佐潟。この歴史を参考にして、佐潟の自然を守ろう
とする地元の子どもたちや住民、それを応援する市民や団体の方々による潟の清掃活動が毎年行われ
ています。潟普請は今年で7回目となり、2日間で約200名の方が汗を流しました。

また、地域と市の協働で 、ヨシの刈り取り作業
など手作業を中心とした取り組みが3日間行わ
れました。
植物を除去し泥をあげると、水路に水の流れが
見えるようになり、「水がもくもくと湧いてい
た」時代が思い起こされました。

かたふしん
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佐潟についての情報、質問等ありましたら、お気軽にご連絡ください。

11～２月の毎月第2・4土曜日
７：30～９：00 参加無料
お申し込みは不要です。
直接、佐潟水鳥・湿地センターに
お越しください。風雨の場合など、
館内観察となる場合があります。

お知らせ

【佐潟探鳥散歩】

◆佐潟の未来を描く

◆カメラ片手に潟歩き 2011年９月４日(日) 初心者向け佐潟写真教室

■主催：佐潟水鳥・湿地センター
■講師：小山 聖志さん（フォトショップ サムセング）

◆佐潟まつり 今年も開催

地域の手でつくる、地域のためのお祭りが今年も開催
されました。日中は潟舟乗船体験や輪投げ大会、ス
テージ発表や飲食屋台などで会場は大いに盛り上がり
ました。夜は桜並木の遊歩道と、潟に燈籠が灯されま
した。少し雨もぱらつきましたが、最後は花火で締め
くくられました。普段佐潟に来る機会の無い方も、足
を運ぶきっかけになったのではないかと思います。

2011年８月20日(土) 佐潟まつり～佐潟万燈籠～

新潟市西区の宝物である佐潟を中心に、自然環境の保全や観光PRを促進する

ため、地元コミュニティ佐潟と市役所の協力により、今後の地域発展について
考えるワークショップが開催されました。
当日は地域の方々25名が参加し、「潟の保全」「食」「観光」「交流・学習」
の４つのテーマに分かれて、現状の課題とその解決策、それらを解決する取り
組みが提案されました。今回の提案を実現・具体化するために、地域を中心に
今後更なる話し合い・取り組みが行われる予定です。

◆佐潟の昆虫だぁ！
2011年7月23日(土) ぼくとわたしの夏休み

生きもの好きなおにいさん・おねえさんをリーダーに迎え
朝の佐潟で昆虫や水辺の生物を探しました。
カブトムシやトンボ、ザリガニなど、
さまざまな生きものに出会うことができました。

■主催：佐潟水鳥・湿地センター、佐潟と歩む赤塚の会
■講師：新潟大学いきものサークル、新潟西高校生物部

2011年８月28日(日) 未来の佐潟ワークショップ開催

写真を始めて間もない方を対象にした本講座では、講師からもっ
と素敵な作品になるちょっとしたコツを伝授。習ったコツを参考
に、佐潟で撮影をし、講評をいただきました。生きものや風景、
人の表情など、それぞれ佐潟の魅力をとらえていました。


